
 

 

 

 

 

 

 
 
 

「できる喜び」と「思いやりの心」 ―６年生から学ぶ「心の寄り添い方」―   

副校長 吉川 貴雄 

新緑の風が校舎を吹き抜ける季節となりました。最近、多摩川沿いの道路を自転車で通勤していると、「おはようご

ざいます」と声をかけてくれる水色の校帽を被ったこどもたちがいます。朝の登校時間を少し早めて多摩川小学校に

来る６年生です。私はとてもうれしく、気持ちのよい１日を迎えることができます。 

６年生は、この１か月多摩川小学校の最上級生として、入学したばかりの１年生のお

世話をしました。靴の整理や傘の折り畳み方、ランドセルのしまい方や教科書や連絡帳

などの取り出しや片付け、手提げ袋のかけ方など様々です。どうしてよいのかわからず

困っていた１年生も、６年生に教えてもらったことが少しずつできるようになり、難しい名

札の付け外しも自分でできるようになっていました。 

私が勉強になったのは、６年生の教える姿です。活動が始まった当初、６年生の表情には迷いも見られました。「ど

のタイミングで声をかけようか」と一歩引いて考えてしまったり、逆に「一から十まで全てを」と、つい手を出しすぎてし

まったり…。どう接するのが１年生にとって良いのか、６年生なりに模索していたのでしょう。しかし、徐々に６年生の「言

葉」と「眼差し」が変わっていくのが分かりました。「次は何をするといいの」「困ったこと

があったら言ってね」「自分でできるかな」など声のかけ方が変わりました。しゃがんで

1年生と同じ高さの目線で話しかけたり、「すごいね」「よくできたね」など１年生の行

動を褒めたりする姿も見ました。「〇〇してみたら」「おしい、あと少しだよ」などの声掛け

も…。自分で考えたのか、友達と考えたのか、学級で話し合ったのか、自然と身に付い

たのかがわからないのですが、６年生の成長を感じました。 

 「教える」ということは、単にやり方を伝えることではなく、相手の心に寄り添い、共に歩むことなのだと６年生の活

動の姿から学びました。つい手を出してあげたくなる場面でも、6年生はぐっとこらえ、まずは「見守る」ことから始めて

いました。1年生が自分で考え、自ら行動できるよう、気付きを促す言葉を選んでアドバイスを送る。そんな「主体性を

育む行動」が自然と行われていました。何でもやってあげるのではなく、困った時にだけそっと手を貸す。この絶妙な距

離感は、1年生に「学校は安心できる場所だ」という実感をもたらします。同時に、頼られる経験を通して、6年生の中

にも最上級生としての責任感と自尊感情が芽生え、大きく成長する貴重な機会となったのではないでしょうか。私た

ちがこどもたちと接する時に大事なことと同じなのではと思います。 

この春、１年生が得た「できた」という喜びと、６年生が掴み取った「他者を思いやる心」。この両方の成長を、私た

ちはこれからも大切に見守り、支えてまいります。他の学年にも広げながら、より笑顔であたたかさあふれる多摩川小

学校を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより ５月号   令和８年４月３０日 第２号 

大田区立多摩川小学校 校長 並木 昭 
https://www.ota₋school.ed.jp/tamagawa₋es/ 

学校だよりはデータ配信（tetoru）になります。 
本校ＨＰにも掲載しています。ご確認ください。 

５月の生活目標「学校のきまりを守ろう」 早寝・早起き、朝ごはん月間 
    生活指導部 

多摩川小学校には、「多摩川小学校 楽しく安全に過ごすために」「学習のやくそく」「休み時間
の過ごし方」などの「きまり」があります。これらは、こどもたちが安全に・安心して学校生活を送
るためにあります。新学期が始まり１か月が経ちました。改めて、学校のきまりを確認して、みんな
が気持ちよく過ごせるようにしましょう。 
また、５月は「早寝・早起き・朝ごはん月間」です。１５日～２１日には、チェックカードを配布

して、自分の生活を振り返ります。これから暑さも増し、運動会練習でこどもたちも疲れやすくなる
ため、十分な睡眠をとり、朝ごはんを食べて元気に過ごせるようご協力お願いします。 



 
 ◇サポートルームから◇            特別支援教育コーディネーター サポートルーム主任 

サポートルームは、個々の児童の学習上又は生活上の困難を改善・克服し、それぞれのよさを発揮しながら学級での学

習や集団生活でよりよく過ごせることを目指すための教室です。必要に応じて、週１～２時間程度、個別・小集団で指導を行

います。個別指導は個々の児童に合わせてソーシャルスキルトレーニング等を行います。小集団指導はコミュニケーション

が必要な活動を通して、話を聞くことや相手への伝え方、皆で協力して成功できたという経験が積み重なるようにしていま

す。入室には、校内委員会と区教委の審査があります。指導内容や方法等について詳しくお知りになりたい方は、どうぞ特

別支援教育コーディネーターまたはサポートルーム教員・専門員までご連絡ください。（多摩川小は拠点校です。月・水曜日

は本校で指導しています。） 

「運動会にむけて」                         運動会委員長 

今年度の運動会を5月３０日（土）に実施いたします。昨年度から内容を変更し、全学年での「個人種目（か

けっこ・徒競走）」、「表現種目（ダンス等）」、および「全校競技（大玉おくり）」を行います。実施にあ

たりましては、児童の安全を最優先に準備・運営を進めてまいります。また、熱中症予防対策として、こまめ

な水分補給や休憩を取り入れます。学校では、練習時からタオルでの汗拭きや水筒を持参してこまめに水分を

取ることの大切さを指導しています。ご家庭におかれましても、こどもが日ごろからこれらを習慣付けられる

よう、ご協力をお願いいたします。 


